
 

令和６年第１２回碧南市教育委員会定例会 会議録 

１ 日時  令和６年１２月１９日（木） 午後１時５５分から午後３時３１分まで 

２ 場所  哲学たいけん村無我苑 研修道場安吾館 

３ 出席者  

(1) 教育委員  

委員 大村 幸、委員 榊原 京子、委員 深津 茂樹、教育長 生田 弘幸 

(2) 事務局職員 

   教育部長 山田 昌宏、庶務課長 松野 盛高、学校教育課課長補佐 永坂 茂樹、 

生涯学習課長 榊原 圭司、文化財課長兼藤井達吉現代美術館副館長 杉浦 宏真、 

藤井達吉現代美術館副館長 木村 理恵子、スポーツ課長 中嶋 忠彦、 

海浜水族館長 地村 佳純、庶務課庶務係長 井上 貴光 

４ 傍聴者 ０人 

５ 議案 

(1) 報告事項 

ア 第２次碧南市スポーツ推進計画（案）について 

イ 令和６年度教育委員会事務局学校訪問を終えて 

(2) その他 

６ 会議の概要 

 日程第１ 開会の辞 

日程第２ 教育長報告   

教育長が資料に基づき説明した。 

〈意見・質疑なし〉 

日程第３ 前回会議録の承認について 

〈意見・質疑なし〉 

事務局より会議録署名者に榊原京子委員と深津茂樹委員を指名し、事務局案

で承認された。 

日程第４ 議案 

報告事項ア 第２次碧南市スポーツ推進計画（案）について 

スポーツ課長が資料１に基づき説明した。 

〈意見・質疑なし〉 



 

審議の結果、了承された。 

  報告事項イ 令和６年度教育委員会事務局学校訪問を終えて 

学校教育課課長補佐が資料２に基づき説明した。 

〈意見・質疑〉 

深 津 委 員 多忙化解消について、時間外労働を減らすための具体的な

施策はありますか。 

学校教育 課 

課 長 補 佐 

校務支援システムを導入していまして、基本的な帳簿の管

理はシステムで行っており、学校が変わってもやることは変

わりませんし、データを残して仕事が引き継げるようになり、

事務作業については簡素化が図られています。 

深 津 委 員 部活動についてはどのようにお考えですか。 

学校教育 課 

課 長 補 佐 

外部指導者の予算を確保し、積極的に取り組んでいます。学

校の職員が顧問としてついておりますが、時間外の負担感は

減っています。 

深 津 委 員 神戸市では、公立学校では部活動を行わないというニュー

スがありました。 

教 育 部 長 碧南市では、スポーツ団体、小学校の教師などに外部講師を

お願いしており、近隣と比べると進んでいると思います。 

神戸市は、民間事業者に全て委託する方向かと思います。お

金がある者でないと部活動ができないというのは、問題があ

るかと思います。 

教 育 長 碧南市の部活動の地域移行のやり方なら、神戸市のように

進めることもできますし、元に戻すことも可能です。 

ただ、部活動の地域移行は、責任の所在が不明確で、お金の

問題もありますし、他市では進んでいない現状があります。 

学校の教員が責任をもって取り組んでいるので、学校の部

活動が適切に行えていると思います。 

榊 原 委 員 学校訪問では、教師がはつらつと授業を行っている様子を

見させていただきましたが、日頃から、教員の皆さんが授業や

生徒の事で困っていることはありますか。 



 

学校教育 課 

課 長 補 佐 

以前あったような、子どもたちが荒れて授業ができないと

いうことはありません。中学生は、特に素直になっています。 

審議の結果、了承された。 

（午後３時３１分 閉会） 

 

 

 

以上のとおり会議録を作成して、署名する。 
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